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●
地
域
の
経
営
資
源
を
継
承
す
る

　
農
業
生
産
法
人
を
サ
ポ
ー
ト

　
農
業
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
ど

の
地
域
で
も
共
通
し
た
課
題
で
す
。
一
方
、
農

業
経
営
に
失
敗
し
て
農
地
を
手
放
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
農
業
者
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
農

業
者
の
方
は
、
実
は
農
業
経
営
こ
そ
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
が
、
い
ま
だ
優
秀
な
農
業
技
術
と

農
業
に
対
す
る
情
熱
を
持
っ
て
い
る
貴
重
な
人

材
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
を
、
単
純

に
農
業
外
に
出
し
て
し
ま
う
の
は
余
り
に
も
、

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

こ
う
い
っ
た
担
い
手
を
〈
経
営
資
源
継
承
法
人
〉

と
し
て
再
建
し
、
地
域
農
業
の
維
持
発
展
を
果

た
す
道
が
拓
か
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
担
い
手
の
明
確
化
、

そ
の
経
営
発
展
の
方
向
等
を
内
容
と
す
る
「
地

域
農
業
構
造
改
革
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に

即
し
て
地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た

め
の
支
援
措
置
を
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
望
ま
し
い
農
業
構
造
の
実
現
を
図
る
「
地

域
農
業
構
造
改
革
緊
急
対
策
推
進
事
業
」
が
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
農
業
構
造
改
革
計
画
の
中
で
は
地

域
の
実
態
に
応
じ
た
「
構
造
改
革
の
方
向
」
を

示
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
の

方
向
と
し
て
地
域
の
農
用
地
等
の
経
営
資
源
を

継
承
す
る
農
業
生
産
法
人
（
経
営
資
源
継
承
法
人
）

を
明
確
に
し
、
そ
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊

　
で
は
、
今
号
と
次
号
二
回
に
分
け
て
こ
の
仕

組
み
を
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　
は
じ
め
に
、
〈
経
営
資
源
継
承
法
人
〉
の
育

成
に
係
る
事
業
で
あ
る
二
つ
の
事
業

「
地
域
農
業
構
造
改
革
緊
急
対
策
推
進
事
業
」

「
農
業
法
人
等
育
成
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

地
域
農
業
構
造
改
革

緊
急
対
策
推
進
事
業

　
本
事
業
は
、
地
域
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
担

い
手
農
業
者
を
明
確
に
し
、
「
地
域
農
業
構
造

改
革
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
即
し
て
地
域

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
措

置
を
重
点
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
町
村
は
、
地
域
農
業
の
構

造
改
革
に
取
り
組
む
地
区
を
選
定
し
、
当
該
地

区
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
集
落
座
談
会

等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
「
地
域
農

業
構
造
改
革
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
当
該
計

画
に
つ
い
て
市
町
村
の
決
定
を
受
け
、
当
該
地

区
に
対
し
て
農
地
流
動
化
や
農
業
法
人
の
育
成

を
図
る
た
め
の
支
援
措
置
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
「
地
域
農
業
構
造
改
革
計
画
」
の
「
構

造
改
革
の
方
向
」
に
は
、
「
担
い
手
を
明
確
化

し
農
用
地
を
集
積
」
と
か
「
専
業
農
家
や
兼
業

農
家
が
分
担
し
て
集
落
ぐ
る
み
で
農
業
を
発
展
」

等
の
他
に
「
地
区
内
の
農
用
地
等
の
農
業
経
営

資
源
を
継
承
す
る
法
人
を
明
確
に
し
そ
の
育
成

を
図
る
」
と
い
う
方
向
も
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
方
向
に
沿
っ
て
、
農
業
経
営
資
源
の
継
承

を
円
滑
に
進
め
よ
う
と
い
う
の
が
〈
経
営
資
源

継
承
法
人
〉
の
育
成
で
す
。

農

業

法

人

等

育

成

支

援

事

業

　
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
「
地
域
農
業
構
造
改

革
計
画
」
に
即
し
て
新
た
に
農
業
法
人
を
設
立

し
た
り
、
既
存
の
農
業
法
人
や
特
定
農
業
法
人

等
の
経
営
発
展
を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
当
該
地

区
の
地
域
の
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
し
よ
う

と
す
る
地
区
を
対
象
と
し
て
、
市
町
村
ま
た
は

Ｊ
Ａ
の
活
動
や
「
地
域
農
業
構
造
改
革
計
画
」

に
お
い
て
位
置
づ
け
さ
れ
た
農
業
法
人
等
が
行

う
活
動
へ
の
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
農
業
法
人
の
、

①
具
体
的
な
活
動
内
容
の
検
討
に
よ
る
「
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
策
定
、
地
域
の
合
意

形
成
を
図
る
体
制
整
備
促
進
活
動

②
経
営
管
理
能
力
の
向
上
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
等
を
図
る
た
め
の
研
修

活
動

③
付
加
価
値
の
向
上
、
特
産
品
・
企
画
商
品

の
開
発
等
に
よ
り
経
営
の
安
定
・
所
得
の

向
上
を
図
る
た
め
の
活
動

な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
「
地
域
農
業
構
造
改
革
計
画
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
法
人
の
設
立
を
促
進
す
る
た
め
、

当
該
法
人
の
設
立
に
係
る
手
続
き
の
委
託
料
の

助
成
も
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
こ
の
法
人
に
対
し
機
械
施
設
の
整
備
、

小
規
模
基
盤
整
備
、
加
工
処
理
施
設
等
の
整
備

に
つ
い
て
助
成
を
行
う
「
地
域
農
業
構
造
改
革

モ
デ
ル
事
業
」
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

■米政策改革大綱が決まりました

　農林水産省は、来年度以降の米政策に

ついて「米政策改革大綱」を決定しまし

た。大綱では、米づくりの本来あるべき

姿へのステップとして、平成１５年度を

周知期間とし、１６年度から地域水田農

業のビジョンを策定、実現目標年次を平

成２２年度としました。　

　具体的施策は、

①平成２０年度に農業者・農業団体が主

役となる需給調整システムを構築する。

②平成１６年度からの当面の需給調整は、

生産数量配分にし、豊作による過剰米

は、「過剰米短期融資制度」を創設す

る。

③助成措置については、全国一律方式を

転換。地域の多様な取り組みを支援す

る「産地づくり推進交付金」を創設す

る。

④流通制度についは、計画米、計画外米

の区別を無くすなど、実勢に即した価

格形成が行われるよう環境整備を行う。

などです。

　大綱の本文、詳しい資料についての問

い合わせは、法人協会事務局にご連絡下

さい。

経営資源継承法人
について
（その１）


